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「日本事情」コースにおけるプロジェクト・ワークの試み
一「留学生のための生活ハンドブックー徳島大学へようこそ」の作成を通して一
大石寧子
OISHI,Yasuko
徳島大学国際センター
要旨：共通教育の「日本事情I」では、グループ学習として効果のあるプロジェクト・ワークを取り_l
げ、「留学生のための生活ハンドブックー徳島大学へようこそ」を作成した。その作成を通してプロシ
ェクトワークを振り返り、プロジェクトワークとは何か、どのような効果があるかなど考察し、次へと
繋げて行きたい。
キーワード：日本語教育、プロジェクト・ワーク、道具としての日本語、役割分ｲヒ
1．はじめに
大学における日本語教育は、様々な形態がある‘
大きく分けると、①日本語そのものを習得するも
の②ある程度の日本語力を有し、それを道具とし
て何かを遂行するものに大別できる。共通教育で
の留学生のためのコース「日本事情I」は②に属
し、徳島大学では、この授業を通して「日本・徳
島を知る」ことを目的としている。今年度前期に
行った「日本事情I」は、受身の授業ではなく学
生が積極的に参加・体験できるようにプロジェク
トワーク（以下PWとする）を基にしたプロジェ
クト型日本語教育とし、「留学生のための生活ハ
ンドブックー徳島大学へようこそ」の作成を行っ
た。
2．日本語教育におけるプロジェクト・ワーク
2.1．プロジェクト・ワークとは
PWについて、田中・斉藤（1993）は、「クラ
スまたは学習者のグループでなにかのプロジェ
クトを設定し、それを遂行していく過程でその外
国語を多量に使用しながら学習していく活動」と
定義し、「グループ学習にもっとも適した活動」
としている。
日本語教育の中では、中級以上（とは限らない
ものもあるが）の学習者を対象とした効果のある
学習法として、「一つのプロジェクト・ワークを
仕上げたという自信は大きく、今後の学習にも良
い影響を与えることは間違いない(熊井(1990)」
と評価する声も多い。徳島大学では、日本人と同
等もしくは準ずる日本語力を有する学生が受講
している共通教育「日本語・日本事情」では、し
ばしばPWが使われている。
また2008年～2010年に徳島大学で行われた経
済産業省と文部科学省による就職支援プログラ
ム「アジア人財資金構想事業コース」のビジネス
日本語クラスでは、このPWをベースにしたコー
スデザイン（PrOjectBasedLearning:PBL）が
根幹をなし、担当した一期生の2年目で実施し、
その効果が多岐にわたったことを大いに実感し
た。
PWの内容は
①あるテーマについて読んだり聞いたり書
いたりディスカッションしたりという四
技能を伸ばすことを組み込み、日本語能力
そのものに視点をおいて行う
②学習者が自分で考えたそれぞれのテーマ
に従って、調査し、発表する
③クラスでテーマを決定し、役割を分担し、
調査して、最終的に成果品を残す
に分けられる。②③いずれもその過程では、日本
語が第一の道具となる。田中・斉藤は「プロジェ
クトを遂行するなかで目標言語の母語話者とα
インターアクションが行われるようなプロジェ
クトが望ましい」と述べ、
①プロジェクトの中心的な部分は学習者α
みで行い､その成果を日本人に見せてイン
ターアクトする成果発表型
②ある問題について日本人にインタビュー
したり、アンケートをしてその結果をまと
める調査型
③最初からグループに日本人に最初から参
加してもらい、共同で行う共同型
の3タイプに分けている。
2.2「留学生のための生活ハンドブック」
今回の「日本事情I」では、クラス全体でテー
マを決め役割を決め、日本人への聞き取りをはじ
めとした調査をし、成果品を残すという調査型の
PWとした。
「設定されるPWは、学習者にとって知的な興
味、関心の持てる現実的なものである必要がある
（田中・首藤,1993）というところから何を成果
品とするかは、授業初日に教師の提案を元に皆で
話しあった。来日して3週間ぐらいすれば、日本
の生活にもだんだん‘慣れ、日本人の友人もでき始
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めるが、それまでが不安で不自由するという自分
達の体験を下に来日3週間までの留学生を対象と
した生活ハンドブックの作成とし、後輩達に実際
使ってもらえるようなものにしたいと気持ちを
一つにした。
1）内容及び担当、リーダー、編集責任者決定
2）各グループで情報収集①各自の調査②地
域・学生サポーター(注)、職員からの情報
収集や集めた情報についてのコメント収
集
3）原稿作成
4）3）に並行して印刷業者との打ち合わせ(入
稿・納品期限、印刷費、納入状態、用紙レ
イアウト等）
5）原稿について全員で検討、見直し、加筆、
修正
6）初稿まとめ、レイアウト・フォント等の統
7）日本人（学生・地域・職員・教員）との原
稿チェック、その後の情報訂正・補充
8）表紙の写真撮影
9）中国語と英語の訳付け
10）印刷業者渡し、第1校チェック
11）最終版完成、納入
3.4．教員の立場
全行程中、教員はファシリテーターとなり、学
生が主体的に進めていくことを基本方針とした。
しかし以下のことは、教員が中心となって行った。
・初回時に何をこのコースの成果品にするか
・2回目に役割分担やリーダー、編集長の選出
・ハンドブック作成の予算確保
・日本人(サポーター、職員等)への橋渡し
・印刷業者への連絡
・作成期間・時間の裏側からの管理
・共通した間違いや必要とする表現等の言語
学習
言語学習の部分は、ほぼ毎回、開始10～15分
を取って実施した。しかしこれらの他は、コース
の中では時には日本人の一人として調査内容や
方向にコメントをする反面、期限のある中での作
業なので進度に対しリーダーを促したりと裏か
らのサポートも行った。
3.5．役割分化
PWの特徴の一つは､役割分化という点である。
クラス活動では全員が同じように発話や機会を
得ることは難しいが、PWでは、「役割分化」（田
中・斉藤1993）が、学習者のレベル・ニーズ、
テーマに応じて可能であり、学習者それぞれが活
かされる。最後のアンケートの中にも「とにかく
自分の担当のところは、しっかり果たしたと思う」
とあるように、この担当部分について代わりの人
はいないと言う気持ちで責任感を持って作業し
ていたようである。
今回は、各テーマのグループの中でも調査内容
を担当者同士で決め、各自が調査したものを持ち
3．全体の構成と役割
3.1．実施状況
2011年度前期の「日本事情I」は以下の状況
の下、実施された。
期間
時間数
2011年4月12日～8月3日
1回90分、全16回（個々の調査は、
時間に含まず宿題とした）
国籍・性別・日本語能力学生
3.2．「生活ハンドブック」の構成
全体の構成は、来日後3週間で最低限生活をす
る上で必要なことを全員で､抽出･検討した結果、
???
スーパー・百円ショップ・電気量販店・食
事処の店関係
アパート・携帯電話・インターネットの契
約に関する事項
大学までの交通と生活品の貸借
とし、それぞれに必要となる地図作成は、それぞ
れが作成し、あとでまとめることとした。また④
訳語は、吟味した結果英語・中国語とした。この
①～④までの役割について自発的に担当を決め、
①店関係2名②契約関係3名③交通・貸借2名④
英語訳1名、中国語訳2名とした。また全体のリ
ーダーと編集責任者を互選で1名ずつ決めた。
冊子のサイズは携行するのに便利なように、
「小さく薄く」を方針に、A6サイズで14頁と
した。
タイトルは、全員が1つずつ案を出し、その中
から「留学生のための生活ハンドブック・徳島大
学へようこそ－最初の3週間どうしたらいいです
か」とした。
3.3作成の流れ
作業の主な流れは、以下のようである。
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NC 国籍 性月I」 日本語能力
中国 F 上級
中国 F 上級
韓国 M 上級
韓国 M 中級一~I
韓国 M 中級－－1
クウェーI M 中級一則
ベラルーシ M 中級－T
寄り、検討しあい、訂正、補充を重ねていった。
毎回各グループが前回行ったこと、今日行うこと
を発表し、他グループからのコメント、アドバイ
スをもらって、作業を開始した。大枠の流れや節
目ごとの相談は、全員で行った。
また調査・情報収集・原稿作成の中で、各グル
ープとも、わからない内容や語棄・表現に関して
教えあったり、わかる人が訂正や添削をしたりと
自然にビア・ワークが行われていた。また情報に
対する地図作成についてもグループの枠を超え
て、得意な人が助けたり、代わりに作成したりと
いうことが後半見られるようになった。
内容の遂行が目的なので、つい母語や英語にな
ってしまうのではと危倶していたが、今回の学生
達は、全ての作業や仲間内での相談等全てを日本
語で通した。
り返りディスカッションとアンケートを行った。
アンケート（資料参照）によると、
???
大変だったが、達成感が持てた
チームワークの大切さを痛感した
終わってみると日本語力がアップしたよ
うに思う
もっと頑張ったらもっといいものができ
たと思う
自分はあまり意見を言わなかったが、印刷
物を見て、もっと参加すればよかったと思
った
??
などの意見がみられ、②に関しては、全員から声
が聞かれた。お互いの日本語力に目を向け、‘情報
を取って原稿を書くということで、精査されたこ
ともプラスになり、開始前より日本語力は向上し
た。
しかし⑥冊子作成はいい経験だと思うが、日本
語の勉強としてはどうだろうかと言う声もあっ
た。PWは、言語学習という視点から見ると正確
さの学習ではなく、なめらかさの学習で、これま
での学習が正確さを強調する学習に‘慣れている
学習者にとっては、なじみにくいところがある。
これに関し、授業の最初で共通した間違いや必要
とする表現等の言語学習をほぼ毎回10～15分と
って行い、PWへワンクッションをおいて馴染ま
せようと試みたが、馴染みきれなかった感があり、
今後の課題になった。
今回のようなリーダーにいつも恵まれるとは
限らないし、日本語力や熱意の高い者に任せた部
分があったことも事実で、互いの反省からもその
声が聞かれた。これもまた今後の課題となる。
今回は参加した日本人側からのアンケートが
取れなかったが、次回は組み込み、評価に足して
行きたい。
プロジェクト・ワークを通して得たものは事実
多く、役割分化で、自発的に係わるという点から
中上級学習者に対しては、やはり効果的な学習方
法だと思える。
4．リーダーの動き
全体的には、3.3のように流れたが、問題とな
ったときもあった。情報収集が具体的になってき
た頃、積極的に街中に出て、情報収集できるグル
ープとリードする人材不足で遅々として方向が
定まらず、情報収集ができないグループが出てき
たので、教員が日本人に教室に参加してもらい、
そこで収集をしてはとリーダーに示唆し、乗り切
った。
今回全体的には、うまく行ったのは、リーダー
の資質もあったと思われる。中盤から後半にかけ、
全体的に行き詰まりが見え始めたが教師はあえ
て手は差し伸べなかった。リーダーが難航してい
るグループに声をかけ、問題点を洗い出したり、
手伝ったりという様子が見え始め、全体の時間配
分にも気を配り、問題点は教員にあげ、アドバイ
スや助力を求めてきた。リーダーの動きに合わせ、
他の学生達もだんだん取り組み方に積極‘性が見
られ、追い込みに入ったあたりには、学生達は互
いにパソコンの使い方や日本語原稿の訂正など
得意分野での協力がみられ、全体に真剣度が増し
ていった。
5．自己評価と今後の課題
自己評価は、毎回と中盤、終了後と行った。
3．5で述べたように毎回「前回やったこと、今
日やること」を各自発表し、他グループからコメ
ントやアドバイスをもらった。また日本人とのイ
ンタビューの中でも調査したものに対してのコ
メントや質問や意味の汲み取り等の行為を通し
ても評価が得られたと思える。
また中盤、行き詰まりが見られたので、リーダ
ーが中心となって、これまでの振り返りとこれか
らのことについての検討確認等全員でディスカ
ッションを行った。
そして終了後は、総括評価として学生による振
（注）
徳島大学では、地域住民からなる「地域サポータ
ー」と徳島大学日本人学生からなる「学生サポー
ター」の登録制度があり（今年度の実績は年報参
照)、各日本語クラスの要請に応じて、会話相手、
変換練習、タスク、調査対応等多様な授業サポー
トを行う。
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アンケート ＊（）内は人数
1この授業はどうでしたか
とても→よくなかった
54321
（3）（3）（1）
理由
．大変だったが、チーム作業についてもう一度考えさせられた
・ガイドブックを作るのが、面白かった
・情報収集やチームワーク作業やパソコンでの編集など勉強になった
・帰国後も何かが徳大に残っていることは、すごく嬉しい
。出来上がったものを見たとき本当に達成感が感じられた
・学生も先生も頑張った
・ハンドブック作成はいい経験だと思うが、日本語の勉強としてはどうだろうか
2このクラスで自分の役割を十分果たしたか
1）全体的に
5 4321
（1）（3）（2）（1）
2）ハンドブック作成に関し積極的に係わったか
5 432
（1）（4）（2）
3）自分の分担を責任を持って果たしたか
5 432
（1）（4）（1）（1）
4）他の人・グループ、全体の作業を手伝ったか
5 4321
（1）（4）（2）
1）～4）の理由
・しようと思っていたが十分に果たせなかった
・地図は初め負担だったが、全体的にはうまく行った
・最初はそんなに真面目じやなかったが、やっぱりチームワークが大切だから
・自分のことは力を尽くしたが、他は中国語の訳やスキャナーを手伝っただけ
・自分に任されたことは果たした
・頑張って作ったが、役に立たなかった
・私がもっと頑張ったら、もっといいものができたと思う
自己評価は
90点
（1）
???
20
（1）
65
（1）
???
授業を通して得たもの、気づいたこと
チーム作業は、一人ではできない
人との話し合いの大切さ
留学生として本当に必要な情報は、何か
，簡単に見える冊子も、すごく人の努力が必要だと習った
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?，????
4チームワークは、なかなか難しくいろいろ気をつけることが必要だと気づいた
箇条書きの書き方や冊子の作り方が、わかった
日本に来たばかりのことを思い出せてよかった
ハンドブックの内容をみんなで決めたことが、よかった
日本語の勉強、パソコンの使い方、冊子の作り方が習えた
クラスに対するコメント等
・日本の事情をもっと知ることができた
・第一校ができたとき、みんなもっと意見を言ったほうがよかったと思う
・今までの授業は、試験やレポートだったが、自分の手で何かを作るということはとてもよ
かったと思う
・自分は、日本人の視点より外国人の視点でばかり考えたので、ちょっと残念
・結果的にやることが多い人と少ない人になってしまったので、もっと予測して分けられた
らと思った。
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